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代
議
士
』

を
め
ぐ
っ

て

l=t 

I司

山

鉄

男

（

1
v
 

叶
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
N
U
ぬ

beミ
弘
、
』
司
、
。
な
は
、
『
人
間
喜
劇
』
中
の
一
篇
で
あ
る
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
新
版
の
ペ
ー
ジ
数
に
し
て
九
十

八
ペ
ー
ジ
、

し
か
も
未
完
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
従
来
ま
で
、
本
格
的
な
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、

コ
リ
ン
・
ス
メ
ッ
ト
ハ

I

ス
ト
に
よ
る
、
成
立
や
草
稿
に
つ
い
て
の
研
究
が
さ
ま
ざ
ま
の
弔
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
と
は
い
え
、
執
筆
年
代
な
ら
び
に
主
題
に
つ
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い
て
不
明
な
点
も
多
い
。

I 

着
想
と
執
筆

ま
ず
、
こ
の
作
品
の
若
想
と
執
筆
の
過
程
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
作
者
の
最
初
の
言
及
は
、
創
作
ノ
l
ト
、
い
わ
ゆ
る
』
忌
ど
さ
中
に

見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
問
。
－
・

ω
に
『
選
挙
』
門
宮
内
同
な
え
凡
さ
と
い
う
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
地
方
生
活
情
景
』
中
の
一
篇
で
、

H
U

問。巳－－

g
と
あ
る
か
ら
、
た
と
え
ば
八
つ
折
り
版
に
し
て
、
二
百
四
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
作
品
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
続
い
て
『
老
嬢
』

h
Q
3．
ミ
司
、
出
足
。
の
主
題
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
覚
え
書
が
す
く
な
く
と
も
、
『
老
嬢
』

の
執
筆
開
始
を
見
た
一
八
三
六
年
九
月
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
選
挙
を
主
題
と
す
る
長
篇
小
説
の
計
画
が
、

は
じ
め
て
創
作
ノ
l
ト
に
記
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
主
題
が
ふ
た
た
び
バ
ル
ザ
ッ
グ
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
三
年
後
の
一
八



三
九
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
刊
行
さ
れ
た
『
骨
董
室
』

h
。

nsミ
ミ
弘
、
？
ぎ

5NNha
初
版
の
序
文
で
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
「
す
で
に
だ

い
ぶ
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
べ
つ
の
著
作
、
『
ミ
ト
ゥ

l
フ
レ
家
の
人
々
』

h
a
～S
H
S
H叫
ミ
は
、
選
挙
を
め
ぐ
る
野
心
の
あ
り
様
を
描
き
だ

す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
地
方
の
金
持
の
実
業
家
が
選
挙
に
よ
っ
て
パ
リ
に
来
て
、
そ
し
て
ま
た
地
方
に
帰
っ
て
行
く
様
を
示
す
で
あ
ろ
う
」

と
記
し
て
い
る
。
地
方
の
実
業
家
（
現
行
テ
キ
ス
ト
の
ボ
！
ヴ
ィ
ザ
l
ジ
ュ
に
当
る
）
が
、
選
挙
に
よ
っ
て
パ
リ
に
出
て
来
る
過
程
を
描
こ

う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の
時
点
で
、
作
品
の
主
題
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
主
人
公
の
名
は
ま
だ
ボ
l
ヴ
ィ
ザ
l

ジ
ュ
で
は
な
く
、
ミ
ト
ゥ

l
フ
レ
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
す
な
わ
ち
同
年
四
月
二
十
八
日
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
当
時
「
ラ
・
プ
レ
ス
」

紙
で
文
芸
欄
を
担
当
し
て
い
た
ゴ
l
チ
エ
に
、
こ
の
作
品
『
ミ
ト
ゥ
l
フ
レ
家
の
人
々
、
も
し
く
は
地
方
の
選
挙
』

h
a
k
g
g
Nミ
ミ

ミ

足、ミ
5
ミ
ミ
ミ
暗
号
、
の
同
紙
へ
の
連
戴
を
依
頼
）
し
、
他
方
、
友
人
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ヘ
ル
ナ
l
ル
を
介
し
て
、
「
ジ
ュ
ル
ナ
ル

（

5
）
 

デ
・
デ
バ
」
紙
へ
の
連
戴
も
交
渉
し
て
い
る
。
創
作
ノ

I
ト
F
O
J
1
・〉
N
C
N

に、

h
a
い
お
き
ミ
ミ
（
宮
、
ミ
ヨ
ぬ
）
あ
る
い
は
、

h
a
ミ刊円
S
H叫ミ

（

6
）
 

（
む
＼
ミ
ミ
）
と
記
し
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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ス
メ
ッ
ト
ハ

l
ス
ト
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
草
稿
を
調
査
し
た
結
果
、

（

7
）
 

部
分
か
ら
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
第
一
は
、

と
こ
ろ
で
、

－F
J
H
J川
学
I
h

、

－一ィ
I
1
p
v

執
筆
時
期
を
こ
と
に
す
る
三
つ
の

一
八
三
九
年
五
月
に
書
き
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
草
稿
の
中
の
も
っ
と
も
古
い
部
分
に
当
る

（
便
宜
上
、
こ
れ
を

A
テ
キ
ス
ト
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
第
二
は
、

（

8
）
 

l
ル
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
断
片
で
、

hw与
さ
足
立
。
N
h
N

さ
ね
な
な
ぞ
凡

な
る
題
名
の
も
と
に
、

ロ
ヴ
ァ
ン
ジ
ュ

一
八
四
二
年
八
月
に
書
か
れ
た

（B
テ
キ
ス
ト
と
呼
ぶ
）
。

第
三
は
、

一
八
四
二
年
八
月
と
十

一
一
月
の
間
に
書
き
始
め
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
（
C
テ
キ
ス
ト
と
呼
ぶ
）
。

B
テ
キ
ス
ト
及
び

C
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
時
期
に
関
し
て
は
、

ス
メ
ッ

ト
ハ

l
ス
ト
の
推
論
は
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
執
筆
の
状
況
に
関
し
て
も
同
氏
の
所
論
に
く
わ
し
い
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（

9
）
 

ス
メ
ッ
ト
ハ

l
ス
ト
は
「
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
、
い
わ
ゆ
る
志
向
。
号

E
B
に
、
パ

問
題
は

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
時
期
で
、



ル
ザ
ッ
ク
の
手
で

B
包

5
8
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
に
、

一
八
三
九
年
五
月
を
執
筆
の
時
期
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
は
、

い
わ
ば
、

『
時
黒
事
件
』
句
ミ
ロ
ミ
マ
ミ
句
、
ヘ
曲
、
ミ
ミ
の
後
日
談
の
ご
と
き
性
格
を
も
っ
作
品
で
あ

っ
て
、
『
暗
黒
事
件
』
の
登
場
人
物
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
暗
黒
事
件
』
が
、

シ
ャ
ン
パ
l
－
一
ュ
地
方
、

ロ
ー
プ
県
の
田

園
地
帯
を
背
景
に
、

一
八

O
三
年
か
ら
一
八

O
六
年
に
か
け
て
の
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
血
み
ど
ろ
な
抗
争
を
描
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
は
、
同
じ
ロ
l
ブ
県
の
小
都
市
（
す
な
わ
ち
ア
ル
シ
）

を
舞
台
に
、

一
八
三
九
年
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ど
う
し
の

政
治
的
対
立
を
描
い
て
い
る
。
『
暗
黒
事
件
』
の
時
代
に
は
ま
だ
壮
年
だ
っ
た
守
コ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
伯
や
、

そ
の
友
人
の
グ
レ
ヴ
ア
ン
は
、

万入-, 

や
老
年
に
達
し
、
事
件
の
主
役
は
彼
ら
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る

D

し
か
し
、
王
党
派
の
伝
統
的
な
貴
族
た
ち
、

サ
ン
日
シ
l
二
ユ
家
の
人
々

と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
身
の
新
興
貴
族
、

ゴ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
伯
と
の
か
つ
て
の
抗
争
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
に
も
な
お
影
を
お
と
し
て
い

の
代
議
士
』
を
充
分
に
理
解
す
る
の
は
不
可
能
で
す
ら
あ
る
。
『
暗
黒
事
件
』
は
、

同
年
二
月
二
十
日
ま

シ
ュ
ザ

l
ヌ
・
ベ
ラ

l
ル
は
、
同
作
の
執
筆
開
始
を
一
八
四

O
年
夏
と
推
定
し
て
い
る
。

一
八
四
一
年
一
月
十
四
日
か
ら
、
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て
、
選
挙
を
め
ぐ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
の
対
立
に
複
雑
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
暗
黒
事
件
』
の
筋
書
き
を
知
る
こ
と
な
し
に
、
『
ア
ル
シ

で
「
コ
メ
ル
ス
」
紙
に
連
戴
さ
れ
た
作
品
で
、

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
時
期
の
決
定
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
着
想
、
及
び
成
立
の
問
題
に
も
か
ら

ん
で
い
る
。

ス
メ
ッ
ト
ハ
l
ス
ト
が
考
え
る
よ
う
に
、

A
テ
キ
ス
ト
が
一
八
三
九
年
五
月
に
書
か
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
暗
黒
事
件
」
は
、

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
か
ら
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

ル
イ
日
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
政
下
、

ア
ル
シ
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

た
ち
の
抗
争
を
主
題
と
し
て
作
品
の
想
を
ね
り
、

か
つ
執
筆
し
つ
つ
あ
る
あ
い
だ
に
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
物
語
よ
り

時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
三
十
数
年
、
同
じ
地
方
に
お
い
て
見
ら
れ
た
旧
貴
族
と

e

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
抗
争
を
主
題
と
し
て
、
作
品
を
垂
直
く
こ
と

を
思
い
つ
き
、

い
わ
ば
『
ア
ル
シ
代
議
土
』
の
登
場
人
物
た
ち
の
ル
！
ツ
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
、

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
が
中
断
さ
れ
た
の



は
、
ル
l
ツ
を
描
く
こ
と
に
作
者
の
関
心
が
奪
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
、
と
い
え
る
わ
け
で
、
じ
じ
っ
ス
メ
ッ
ト
ハ
l
ス
ト
は
そ
の
よ
う
に
考

（日）

え
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
シ
ュ
ザ

l
ヌ
・
ベ
ラ

l
ル
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
に
あ
る
白
色
お
包
の
覚
え
書
は
、

執
筆
の
時
期
を
一
万
す
も
の
で
は
な
く
、
物
語
の
時
期
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
に
描
か
れ
る
べ
き
事
件
の
年
代
を
記
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

わ
た
し
は
、
次
に
述
べ
る
三
つ
の
理
由
か
ら
、

A
テ
キ
ス
ト
は
、

一
八
三
九
年
五
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ω草
稿
の
表
紙
に
執
筆
開
始
の
年
月
を
書
き
入
れ
た
例
は
他
に
な
く
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
執
筆
終
了
の
時
点
で
、
作
品
の
末
尾
に
、
執
筆

開
始
と
終
了
（
も
し
く
は
終
了
の
み
の
）
年
月
を
書
き
入
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

自
色
H

∞
ω∞
の
記
述
は
、

シ
ュ
ザ
l
ヌ
・
ベ
ラ
！
ル
の
諮
問

じ
て
い
る
よ
う
に
、
物
語
の
年
代
を
示
す
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
表
紙
に
は
、
登
場
人
物
そ
の
他
、
作
品
の
内
容

に
関
す
る
メ
モ
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
表
紙
の
中
央
上
部
に

F
．巴ゅのけ目。ロ

g
匂

5
1
R
O
（A
テ
キ
ス
ト
執
筆
当
時
、
パ
ル
ザ
ッ
ク

は
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
を
こ
う
呼
ん
で
い
た
）
と
大
き
く
書
か
れ
、
そ
の
下
に
や
や
小
さ
く

E
2。
門
店
号
お
お
と
い
う
副
題
、
が
書
か
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れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
当
初
、
物
語
を
一
八
三
八
年
に
設
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
行
テ
キ
ス
ト
で
物
語
の
発
端
は
、

（臼）

J

一
九
年
四
月
で
あ
る
。

B
包
同
∞
ω∞
は
、
物
語
設
定
の
一
八
三
八
年
か
ら
一
八
三
九
年
へ
の
移
行
を
示
す
覚
え
書
と
考
え
ら
れ
る
。

八

ωさ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

一
八
三
九
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
ゴ

i
チ
エ
や
、

、／

ヤ

ノレ

ノレ

ド

Jヘ、

ノレ

ナ

ル
に
、
作
品
の
発
表
か
た
を
依
頼
す
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
題
名
は
、
あ
く
ま
で
も

ha
足
む
。
N

ミ
ミ
ミ
可
同
な
え
芯
ミ
ミ

h
v

ミ
ミ
ミ
内
内
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
草
稿
の
表
紙
に
記
さ
れ
た
題
名
は
、
今
も
述
べ
た
よ
う
に
円
匂
号
泣
き
さ
h
v

さ
え
号
、

で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
題
名
は
、
装
飾
的
な
文
字
で
大
き
く
、
て
い
ね
い
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、

haミ
む
ミ
冶
ミ
と
い
う
題
名
を
略
し
て
、
副
題
だ
け
を
記

入
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
表
紙
に
は
、
登
場
人
物
の
名
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
な
か
に
冨
芹
g
E
2

の
名
は
な
い
。
冨
芹

2
出

2
は
題
名
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
明
ら
か
に
主
人
公
の
名
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
一
覧
の
な
か
に
主
人
公
の
名
が



な
い
の
は
お
か
し
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
表
紙
を
作
成
し
た
時
点
で
、

ha足
止
。
N

ミ
ミ
と
い
う
題
名
は
放
棄
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
作
品
は
、
他
の
多
く
の
作
品
の
場
合
と
同
様
、
着
想
か
ら
執
筆
へ
の
過
程
で
な
ん
度
も
題
名
を
変
え
て
お
り
、
そ
れ
は
作
者
の
意
図
の
変

化
に
対
応
し
て
い
る
。
題
名
の
変
遷
合
一
年
代
順
に
記
せ
ば
、
門
、
ミ
句
、
ミ
ミ
一

haミ刊円。
Nh－油、

NSNw足
、
ミ
ミ
ミ
』
守
、
s
S
Q一
円
同
町
、
町
民
ミ

s
bさミ
暗
号
、
一

h
以
遠
守
凡
な

S
N
さ
Q
N
h
喝、弘、どご

h
ぬ
匂
弘
、
ミ
臥
門
出
、
出
守
、
。
ミ
号
、
一
ι

守－
b
令
ミ
恥
門
出
亘
書
な
と
な
る
。
こ
の
う
ち

h
a
ミ

SNミ
ミ

。
Nhh．
同
守
ミ
g
w
N
ミ
N
M守司、
s
s
n
m
w

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
題
名
が
最
後
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、

あ
る
出
版
業
者
あ
て
の
書
簡
に
お
い
て
で
あ
る
。

ロ
ジ
ェ
・
ピ
エ
ロ
に
よ
っ
て
遅
く
と
も
一
八
四

O
年
一
月
の

他
方
、

そ
の
次
に
採
用
さ
れ
た
題
名
、

t""'1 

創窓、
作§
ノミ

ト~ ~ 

M
V

司、。忠司柏町内は、

書
簡
に
は
ま
っ
た
く
一
一
一
日
及
が
な
く
、

一
八
四

O
年
六
月
刊
の
『
ピ
エ
レ
ッ
ト
』
初
版
序
文
で
言
及
さ
れ
、

kr
・
5
u
の

ho－－
H
A
F

〈
O

と向。－・

5
に
門
宮
、
同
町
、
え
芯
3
s
h
v司
、
。
叉
暗
号
、
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
内
包
－
E
J
1
0

と
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
が
内
同
な
え
芯
噌
N
S
N
h
v司、s
s
s
と
い
う
題
名
の
も
と
に
「
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
を
考
え
て
い
た
時
期
は
、

一
八
四

O
年
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で
は

B
包
区
白
と
附
記
さ
れ
、
問
。
－
・

5
で
は
、

M
H
E－
円
。
ゅ
口
同
∞
出
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る

か
ら
一
八
四
一
年
に
か
け
て
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ω『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
に
、
人
物
の
一
人
冨
忘
号

C
2・（
UVHms
に
関
し
て
、
広
告

ω
g
口
8
・
N
U
S
ω
g
H∞
c
p

8
8
ω
g
H∞
ち
な
る
覚
え
書
、
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
広
告

ω
g
コ8
・
包

ωロ
ω
g
H∞
c
u
は
『
暗
黒
事
件
』
の
内
容

に
か
か
わ
り
、

gmwロ
ωσ
ロ
5
8
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
内
容
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
草
稿
が
書
か
れ
た
の
が
、

一
八
三
九

年
五
月
と
す
れ
ば
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
執
筆
の
時
か
ら
見
て
未
来
に
属
す
る
時
代
に
物
語
を
設
定
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
パ
ル
ザ
ッ
ク
小

説
の
一
般
的
性
格
か
ら
し
て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
は
、

一
八
三
九
年
五
月
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
一
八
四

O



年
、
も
し
く
は
一
八
四
一
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
た
い
。
で
は
、

一
八
四

O
年、

一
八
四
一
年
の
い
つ
書
か
れ
た
の
か
。
わ
た
し
の
推
定
で

は
、
そ
れ
は
『
暗
黒
事
件
』
の
執
筆
に
き
わ
め
て
近
い
時
期
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
に
は
、
さ
き
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
名
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
相
当
部
分
は
、
『
暗
黒
事
件
』
に
も
、

主
人
公
も
し
く
は
そ

れ
に
つ
ぐ
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
す
る
人
々
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ゴ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
伯
、
グ
レ
ヴ
ァ
ン
、
オ
i
ト
セ
ル
伯
と
そ
の
夫
人
、

サ
ン
日
シ
l
ニ
ュ
嬢
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
の
存
在
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
、
『
暗
黒
事
件
』
の

想
が
か
な
り
熟
し
て
い
た
こ
と
を
当
然
予
想
さ
せ
る
。
と
く
に
、
『
陪
黒
事
件
』
の
女
主
人
公
サ
ン
リ
ン
l
ニ
ュ
嬢
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も

触
れ
た
よ
う
に
、

冨－－
σ
己
ゆ
（
V

－
E
－ハ

U
M
1
m
H
5
H
ω
M
E
ω
g
H吋
8
・
N
印

ωロ
ω
g
H∞
c
p
g
m
wロ
ω
g
H∞
ち
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の

記
述
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
内
容
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

一
七
九
三
年
は
、
サ
ン
リ
シ
i
ニ
ュ
館
が
民
衆
に
包
閲
さ
れ
、
そ
の

民
衆
に
た
い
し
、
当
時
十
三
歳
の
少
女
で
あ
っ
た
サ
ン
日
シ

i
ニ
ュ
嬢
が
発
砲
す
る
と
い
う
事
件
の
起
き
た
年
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
暗
黒
事
件
』
の
現
行
テ
キ
ス
ト
で
は
、
当
時
十
二
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
草
稿
で
は
十
三
歳
で
あ
る
。
他
方
、
『
暗
黒
事
件
』
の
物
語
に

も
っ
と
も

戸

Oq
d
 

お
い
て
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
う
べ
き
、
ゴ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
伯
の
掠
奪
と
そ
れ
に
続
く
裁
判
が
行
わ
れ
た
の
は
、

一
八

O
六
年
で
、
草

稿
表
紙
の
一
八

O
五
年
と
は
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
筋
書
き
が
細
部
ま
で
は
ま
だ
煮
つ
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

8
8
ω
g
H∞
ち
の
記
述
は
も
ち
ろ
ん
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
に
サ
ン
H

シ
！
ニ
ュ
嬢
が
再
登
場
す
る
際
の
年

齢
と
年
代
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

（げ）

ー
ル
も
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
、

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

シ
ュ
ザ
l
ヌ
・
ベ
ラ

背
景
に
『
暗
黒
事
件
』
の
物
語
を
感
じ
さ
せ
る
。

で
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
執
筆
の
の
ち
に
、
こ
の
表
紙

が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
か
。
わ
た
し
は
な
い
と
思
う
。
そ
の
理
由
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
暗
黒
事
件
』
の
草
稿
も
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
場
合
と
同
じ
く
、
未
定
稿
と
し
て
先
に
書
か
れ
た
の
ち
、
完
成
稿
の
な
か
に
ペ
ー
ジ



づ
け
を
変
え
て
再
利
用
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
『
暗
黒
事
件
』
草
稿
の
問
。
－
・

8
か
ら
向
。
－
・
印
む
ま
で
で
、

ヘ
曲
、
ミ
ミ
句
、
。
る
な
と
題
さ
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
は
、

」
れ
は
も
と
「
秘
密
の
事
件
」
句
ミ

サ
ン
U

シ
i
－
一
ュ
嬢
、

ゴ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
伯
な
ど
、
『
ア
ル
シ

の
代
議
士
』
と
共
通
す
る
人
物
は
ま
っ
た
く
登
場
し
て
い
な
い
。
草
稿
中
の
こ
の
部
分
を
、
便
宜
上
、
草
稿

I
、
他
の
部
分
を
草
稿
E
と
呼

（四）

ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
作
品
の
大
部
分
を
し
め
る
の
は
草
稿
H
で
、
前
述
の
よ
う
に
シ
ュ
ザ
l
ヌ
・
ベ
ラ
l
ル
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
草
稿
H
が

書
か
れ
た
の
は
一
八
四

O
年
夏
以
降
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
に
、

多
数
の
人
物
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
サ
ン
H

シ
l
ニ
ュ
嬢
は
、

ま
ず

F
E
O
円
出

m
w
E
2
2
5
と
書
か
れ
、
そ
れ
が
消
さ
れ
て

宮－－
o
門目。

ω包ロ［門］・（
U
U
1
m

ロ
σ
と
な
り
、

つ
い
で
そ
れ
も
消
さ
れ
て
現
在
の
よ
う
に

ζ
＝
。
門
貯
わ
E
A’（V
U
1
m

ロ
ゆ
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

『
暗
黒
事
件
』
の
草
稿
E
を
見
る
と
、
第
一
ペ
ー
ジ
か
ら
は
っ
き
り
の
E
A・
ゎ
沼
山
口
ゆ
と
書
か
れ
、
そ
れ
以
外
の
名
、
も
し
く
は
綴
り
が
消
さ

里
小
事
件
』
の
女
主
人
公
の
名
が
、
『
暗
黒
事
件
』
草
稿
H
の
執
筆
開
始
の
と
き
に
は
、

は
っ
き
り
と
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
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れ
た
痕
跡
は
ま
っ
た
く
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
執
筆
の
段
階
で
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
『
暗

し
た
が
っ
て
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
は
、

一
八
四

O
年
夏
の
『
暗
黒
事
件
』
草
稿
E
執
筆
開
始
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
草
稿
の
表
紙
作
成
時
に
お
い
て
、
『
暗
黒
事
件
』
の
筋
書
き
が
相
当
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
暗
黒
事
件
』
草
稿
E
の
執
筆
開
始
に
き
わ
め
て
近
い
時
期
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
直
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
そ
の
後
の
執
筆
と
発
表
の
過
程
を
略
記
す
れ
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
八
四
二
年
八
月
に

B
テ
キ
ス
ト

が
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
一
八
四
二
年
未
か
ら
一
八
四
三
年
初
め
に
か
け
て

C
テ
キ
ス
ト
が
書
か
れ
た
。
そ
の
問
、

一
八
四
二
年
十
一
月
に
は



一
八
四
二
年
未
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
、
こ
の
作
品
に
つ

い
て
の
頻
繁
な
言
及
が
ハ
ン
ス
カ
夫
人
あ
て
書
簡
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
四
三
年
三
月
十
九
日
付
の
ハ
ン
ス
カ
夫
人
あ
て
書
簡
で
は
、

ロ
カ
ン
と
パ
ル
ザ
ッ
ク
と
の
あ
い
だ
で
、
出
版
契
約
が
か
わ
さ
れ
、
『
地
方
の
代
議
士
』
門
、
お
む
な
ミ
弘
号
、
さ
ミ
ミ
ミ
な
る
題
の
も
と
に
、

一
八
四
コ
一
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
完
成
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
約
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
作
品
の
さ
し
あ
た
り
の
放
棄
が
告
げ
ら
れ
、
同
時
に
、
こ
れ
を
『
地
方
生
活
情
景
』
か
ら
『
政
治
生
活
情
景
』
に
移
す
む
ね
が
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
関
心
は
こ
の
作
品
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
『
人
間
喜
劇
』
の
再
版
を
予
定
し
て
一
八
四

（泣）

五
年
に
作
成
さ
れ
た
総
目
録
の
な
か
で
は
、
『
政
治
生
活
情
景
』
中
の
一
篇
と
し
て
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
題
名
の
も
と
に
収
録
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
八
四
七
年
に
な
る
と
、
四
月
七
日
か
ら
、

町
内
、
ミ
。
悼
抽
選

Shqqb右
足
、
紙
上
に
こ
の
作
品
の
連
戴
が
始
ま
っ
た

が
、
そ
れ
は
、
同
年
五
月
三
日
を
も
っ
て
中
断
さ
れ
た
。
現
在
『
人
間
喜
劇
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
に
発
表
さ
れ
た
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
折
り
公
け
に
さ
れ
た
も
の
は
、
す
で
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト

A
、
B
、
C
に
若
干
の
加
筆
を
行
っ
た
程
度
の
も
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の
に
す
ぎ
な
い
。Il 

主

題

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
主
題
は
、
こ
れ
を
三
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り

ω地
方
の
資
産
家
が
選
挙
に
よ
っ
て
代

議
士
と
な
り
、
パ
リ
に
出
て
来
る
話
、

ω『
人
間
喜
劇
』
中
の
有
名
な
蕩
児
、

マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
i

ユ
が
川
の
資
産
家
の
娘
と
結
婚
す

る
話
、

ω『
暗
黒
事
件
』
の
後
日
談
、

の
三
つ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
ら
三
つ
の
主
題
は
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
と
く
に

ωは

ωに
含
ま
れ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
パ
ル
ザ
ッ
ク
に
お
け
る
物
語
的
想
像
力
の
展
開
を
あ
と
守
つ
け
る
に
は
、
主
題
の
要
素
を
こ
の
よ
う
に

一
つ
に
分
解
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。



ωの
主
題
は
こ
の
作
品
の
発
想
の
出
発
点
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
地
方
の
野
心
家
が
パ
リ
を
め
ざ
す
の
は
、
『
人
間
喜
劇
』

の
大
き
な
主
題
の
一
つ
で
あ
り
、
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』

h
俗
、
町
、

c。
ミ
ミ
の
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ッ
グ
を
は
じ
め
、
多
く
の
青
年
た
ち
が
地
方
出

身
の
野
心
家
た
ち
な
の
だ
。

け
れ
ど
も
パ
ル
ザ
ッ
グ
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
に
お
い
て
、

青
年
の
若
々
し
い
野
心
を
描
こ
う
と
し
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
の
醜
悪
な
生
態
を
描
こ
う
と
し
た
か
に
思
わ
れ
る
。

一
八
四
二
年
十
二
月
三
十
一
日
付
の
ハ
ン
ス
カ

夫
人
あ
て
書
簡
に
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
は
、
「
実
業
を
行
う
醜
悪
な

F

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
物
語
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
「
パ
リ
に
出
た
地
方
の

（お）

偉
人
』
よ
り
も
、
も
っ
と
面
白
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
下
院
の
内
幕
は
、
文
塘
の
内
幕
ほ
ど
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

（担）

で
す
。
（
：
：
：
）
政
治
家
に
な
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
肖
像
を
描
く
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
怠
岡
は
、
ル
イ
リ
フ

ィ
リ
ッ
プ
王
政
下
に
お
い
て
政
治
の
主
導
権
を
握
っ
た
会
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
郷
愉
し
、
戯
画
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ル

イ
H

フ
ィ
リ
ッ
プ
王
政
的
な
立
憲
政
治
を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
議
会
政
治
の
内
幕
を
暴
露
し
つ
つ
、
君
主
制
こ
そ
よ
り
す
ぐ
れ
た
政
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治
形
態
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
ハ
ン
ス
カ
夫
人
あ
て
の
手
紙
で
、
パ
ル
ザ
ッ
グ
は
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

を
さ
す
と
思
わ
れ
る
「
政
治
的
大
作
」
に
つ
い
て
言
及
し
、

「
王
権
は
、

あ
ら
ゆ
る
権
力
の
な
か
で
最
良
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

い
わ
ゆ
る
立
憲
政
体
、
す
な
わ
ち
愚
者
の
政
治
、
愚
者
の
神
格
化
、
愚
者
の
勝
利
で
あ
る
立
憲
政
体
へ
の
憎

（お）

し
み
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。

る
と
と
も
に
、
こ
の
作
品
は
、

ω『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
も
う
一
つ
の
主
題
は
、

マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
！
ユ
の
物
語
で
あ
る
。

ωの
主
題
は
、
発
想
の
順
序
か
ら
い

え
ば
古
い
が
、
執
筆
の
順
序
に
お
い
て
最
初
に
書
か
れ
た
の
は
、
「
ト
ラ
l
ユ
物
語
」
、
す
な
わ
ち

A
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

ト
ラ
l

ユ
は
、
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
に
初
め
て
登
場
し
て
以
来
、
『
人
間
喜
劇
』
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
姿
を
現
わ
す
蕩
児
で
あ
る
。
名
門
の

マ
ク
シ
ム
・
ド
・

貴
族
で
あ
る
と
と
も
に
大
浪
費
家
で
あ
り
、
賭
博
と
決
闘
の
名
手
で
あ
り
、
女
什
に
た
い
し
て
は
残
酷
を
き
わ
め
る
。
ド
・
マ
ル
セ

l
や、



モ
ン
リ
ヴ
ォ
l
将
軍
ら
と
と
も
に
、
秘
密
結
社
十
三
人
組
に
所
属
し
、
パ
リ
の
社
交
界
に
生
き
る
い
わ
ゆ
る
酒
落
者
の
な
か
で
も
、
も
っ
と

も
恐
る
べ
き
、

か
つ
も
っ
と
も
俊
敏
な
人
物
で
あ
る
。

A
テ
キ
ス
ト
が
描
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
マ
グ
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
l
ユ
の
、

（お）

月
革
命
が
生
ん
だ
唯
一
の
大
政
治
家
」
、
ド
・
マ
ル
セ
l
の
腹
心
と
し
て
、
二
、
一
二
の
政
治
的
陰
謀
に
参
加
し
な
が
ら
、
四
十
八
歳
に
な
っ
た

い
わ
ば
老
い
た
る
蕩
児
と
し
て
の
姿
で
あ
る

彼
は
、
「
七

今
も
官
職
を
も
た
ず
、
浪
費
が
た
た
っ
て
借
金
で
首
が
ま
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
、
金
持
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
で
財
産
を
得
、
蕩
児
と

し
て
の
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
決
心
を
か
た
め
る
。
大
臣
に
な
っ
て
い
る
友
人
の
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ッ
ク
に
相
談
を
も
ち
か
け
る
と
、
ラ
ス
テ

ィ
ニ
ヤ
ッ
ク
は
彼
を
ア
ル
シ
に
派
遣
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ア
ル
シ
で
は
、
間
も
な
く
行
わ
れ
る
選
挙
で
、
反
政
府
系
の
候
補
者
が
勝
ち
そ

う
な
気
配
だ
か
ら
で
、
も
し
も
ト
ラ
l
ユ
の
画
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
の
資
産
家
を
政
府
系
の
代
議
士
に
し
た
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、

ト
ラ
l
ユ
は
、
そ
の
資
産
家
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
、
官
職
に
よ
っ
て
も
む
く
わ
れ
る
は
ず
だ
。

A
テ
キ
ス
ト
は
、

ア
ル
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シ
に
む
け
て
ト
ラ

l
ユ
が
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。

A
テ
キ
ス
ト
は
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
現
行
の

テ
キ
ス
ト
で
は
、
作
品
の
最
後
に
来
て
い
て
、
そ
の
前
に
、

ア
ル
シ
で
の
選
挙
を
め
ぐ
る
動
き
と
、

ト
ラ

l
ユ
の
ア
ル
シ
へ
の
到
着
が
描
か

れ
て
い
る
。
ト
ラ
l
ユ
と
お
守
ほ
し
き
不
伊
議
な
人
物
の
ア
ル
シ
へ
の
到
蒜
を
さ
き
に
読
者
に
知
ら
せ
た
あ
と
、
二
ヶ
月
の
時
聞
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
読
者
の
好
奇
心
に
訴
え
る
た
め
の
作
者
の
巧
妙
な
技
法
で
あ
る
。

一
八
二
九
年
刊
の
『
ふ
く
ろ
う
党
』

h
s
nぎ
さ
さ
以
来
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
創
り
だ
し
て
来
た
あ
ま
た
の
登
場
人
物
は
、
『
人
間
喜
劇
』

と
い
う
小
宇
宙
の
な
か
で
生
き
続
け
、
作
者
と
と
も
に
老
い
て
来
た
。
作
者
は
、
再
登
場
さ
せ
る
た
び
に
彼
ら
を
年
と
ら
せ
、
彼
ら
登
場
人

物
た
ち
の
運
命
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
か
に
見
え
る
。
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
人
物
だ
け
に
限
っ
て
も
、

ド

マ
ル
セ
ー
は
す
で
に
故
人
と
な
り
、
四
十
歳
に
な
っ
た
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
は
、
長
年
の
恋
人
、

ヌ
シ
ン
ゲ
l
ヌ
夫
人
の
娘
と
結
婚
し
た



ば
か
り
で
あ
る
。
蕩
児
ト
ラ
l

ユ
の
結
婚
を
物
語
り
、

は
な
や
か
な
酒
落
者
と
し
て
の
彼
の
生
涯
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
、
作
者
は
い
つ
か
ら

考
え
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
を
、

ト
ラ
l

ユ
の
物
語
と
し
て
、

ハ
ル
ザ
ッ
ク
が
は
じ
め
て
言
及
す
る
の
は
、

一
八
四

O
年
六
月
刊
の
『
ピ
エ
レ
ッ
ト
』
初
版
序
文
に
お
い
て
で
あ
る
。
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
そ
こ
で
、
「
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
独
身
者
の
一
人
、

ーマ
ク

シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
l

ユ
は
結
婚
す
る
。
こ
の
結
婚
は
『
地
方
の
選
挙
』

（
却
）

ろ
だ
」
と
書
い
て
い
る
。
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
を
h
a
h
b
な
N

ミ
ミ
と
呼
ん
で
い
た
段
階
で
は
、

hw
同
な
え
芯
お
お
お
』
守
、
。
N弘司
N
Q

門
、
誌
、
同
町
内
え
芯
お
お
噌
刷
、
M
G
e宮
町
、
の
な
か
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ

ト
ラ

I
ユ
に
つ
い
て
の
言
及
が
ま
っ
た

く
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
h
a
h
b
．
な
ど
冶
ミ
か
ら

へ
の
改
題
は
、

ト
ラ
l

ユ
を
物
語
の
中
心
に
す
え
よ
う

と
い
う
、
作
者
の
新
し
い
意
図
に
照
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
方
の
資
産
家
を
も
っ
ぱ
ら
主
題
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
資
産
家
の

姓
を
題
名
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
物
語
中
に
お
い
て
ト
ラ
l

ユ
が
、

主
役
も
し
く
は
主
役
に
近
い
役
割
を
演
ず
る
と
あ
れ
ば
、
『

わ
ば
「
ト
ラ
l
ユ
物
語
」
の
ご
と
き
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
が

同＼阿川町、え芯司
N

m

送
、
司
、
ミ
宮
町
、

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
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ト
ゥ

l
フ
レ
家
の
人
々
』
と
い
う
題
名
は
、
も
は
や
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
が
い

八
四

O
年
以
降
の
こ
と
と
わ
た
し
は
考
え
た
い
。
お
そ
ら
く
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
選
挙
に
関
す
る

ωの
主
題
を
あ
た
た
め
て
い
る
う
ち
に
、
こ

れ
を
老
い
た
る
ト
ラ
l

ユ
の
物
語
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、

A
テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
が
末
完
に
終
っ
た
た
め
、

ア
ル
シ
に
お
け
る
ト
ラ
l
ユ
の
画
策
は
つ
い
に
描
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
が
地
方

の
資
産
家
の
娘
と
首
尾
よ
く
結
婚
す
る
い
き
さ
つ
も
、
『
人
間
喜
劇
』
の
読
者
に
は
、
つ
い
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
。
し
か
し
、
作

品
に
書
か
れ
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

ト
ラ
l

ユ
の
結
婚
は
、
作
者
の
想
像
の
う
ち
に
お
い
て
は
、
す
で
に
既
成
の
事
実
と
し
て
は
っ
き

り
と
定
着
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

一
八
四
四
年
末
か
ら
一
八
四
五
年
初
め
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
、
寸
へ
ア
ト
リ
ッ

ク
ス
』
同
宮
守
む
第
三
部
に
お
い
て
、

ト
ラ
l
ユ
は
、
結
婚
を
す
で
に
半
月
後
に
控
え
た
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
グ



カ
リ
ス
ト
が
、
あ
ば
ず
れ
の
ロ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ド
夫
人
と
手
を
切
る
よ
う
に

画
策
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
自
分
の
結
婚
相
手
で
あ
る
「
金
持
ち
だ
が
、
き
わ
め
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
ぁ
と
と
り
艇
〕
を
グ
ラ

ラ
ン
リ
ュ

1
公
爵
夫
人
の
依
頼
に
応
じ
て
、
八
ム
爵
夫
人
の
娘
婿
、

ン
リ
ュ

l
公
爵
夫
人
の
貴
族
的
な
サ
ロ
ン
に
迎
え
入
れ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
末
尾
で
、
カ
リ
ス
ト
に
む
か

っ
て
ト
ラ
l

ユ
は
、
「
人
間
の
も
つ
天
上
的
な
要
素
は
、
天
の
う
ち
に
し
か
養
分
を
見
い
だ
し
得
な
い
か
ら
」
、
美
し
い
も
の
、
天
上
的
な
も
の

ハ出）

を
女
性
に
求
め
て
も
空
し
い
こ
と
を
説
き
、
「
自
分
は
昨
日
結
婚
し
た
の
だ
が
、
妻
に
た
い
し
て
は
忠
実
な
夫
と
な
る
つ
も
り
だ
」
と
語
る
。

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
に
書
か
れ
る
は
ず
だ
っ
た
ト
ラ
l
ユ
の
結
婚
は
、
書
か
れ
な
い
ま
ま
に
、
他
の
作
品
の
筋
書
き
を
決
定
し
た
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ア
ン
ソ
ニ

l

・
ピ
ュ
！
は
、

一
八
四
四
年
に
書
か
れ
た
断
片
『
若
い
寡
婦
の
計
画
』
、
さ
h
さ
さ
き
偽
札
、
塁
。

な
さ
ね

SNh也
、
草
稿
の
表
紙
に
書
き
つ
け
ら
れ
、

か
つ
消
さ
れ
た
登
場
人
物
の
名
を
解
読
し
て
、
そ
の
な
か
に
マ
ク
シ
ム
伯
爵
夫
人

E

8
5
5
8
0
冨
mwu仏

5
0
の
名
を
発
見
し
て
い
る
。

〈担）

な
る
ま
い
と
推
定
し
て
い
る
。
も
し
ピ
ュ

l
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
ト
ラ
l
ユ
の
死
を
も
す
で
に
構
想
し
て
い
た
こ

そ
し
て
、
「
若
い
寡
婦
」
と
は
、

マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
l
ユ
伯
爵
夫
人
の
こ
と
に
ほ
か
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と
に
な
る
：
：
：

ω第
三
の
主
題
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
後
日
談
と
し
て
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
主
題
は
、

念
頭
に
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

A
テ
キ
ス
ト
執
筆
の
段
階
で
は
、

ま
だ
作
者
の

な
ぜ
な
ら
ば
、

A
テ
キ
ス
ト
に
は
、
『
暗
黒
事
件
』
の
人
物
は
一
人
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

唯
一
の
例
外
は
、
末
尾
近
く
に
、

サ
ン
日
シ
l

ニ
ュ
家
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
・
ベ
ラ

1
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

（担）

後
か
ら
草
稿
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
他
方
、
『
暗
黒
事
件
』
の
草
稿

I
断
片
に
お
い
て
、
事
件
は
、
ア
ン
ジ
ュ

l
地
方
に
設
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
当
初
『
暗
黒
事
件
』
が
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
と
は
無
関
係
に
構
想
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
中
、
も
し
く
は
執
筆
直
後
に
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
と
『
暗
黒
事
件
』
を



結
び
つ
け
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、

A
テ
キ
ス
ト
原
稿
の
表
紙
に
、

登
場
人
物
た
ち
の
名
を
書
き
つ
け
、

そ
の
う
ち
の
多
く
を
『
暗
黒
事
件
』

に
も
共
通
す
る
人
物
と
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
、

A
テ
キ
ス
ト
執
筆
の
直
後
に
書
き
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
暗
黒
事
件
』
草
稿
H

に
お
い
て
、
舞
台
を
ア
ン
ジ
ュ

l
地
方
か
ら
シ
ャ
ン
パ

l

ニ
ュ
地
方
に
移
し
、
地
理
的
に
も
『
暗
黒
事
件
』
と
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
を
相

関
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ご
と
く
、

『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
着
想
と
執
筆
の
過
程
を
た
ど
る
な
ら
ば
、

ハ
ル
ザ
ッ
ク
の
物
語
的
想
像
力
の
う
ち
に
お
い
て

主
題
と
主
題
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
主
題
は
主
題
を
呼
ん
で
複
合
体
と
な
り
、
計
画
中
の
作
品
は
あ
た
か
も

自
律
的
な
有
機
体
の
よ
う
に
、
新
た
な
統
一
を
求
め
て
生
成
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
当
初
ま
ず
着
想
せ
ら
れ
た
の
は
、
地
方
の
資
産
家
が
選

挙
に
よ
っ
て
パ
リ
に
進
出
す
る
と
い
う
主
題
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
こ
の
選
挙
を
成
功
に
導
く
の
は
、
政
府
に
よ
っ
て
ひ
そ
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か
に
パ
リ
か
ら
送
ら
れ
た
策
士
の
力
に
よ
る
も
の
と
し
、

し
か
も
そ
の
策
士
を
マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
l
ユ
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
作
品
を
ト

ラ
l
ユ
の
結
婚
、
及
び
放
蕩
生
活
へ
の
訣
別
の
物
語
と
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
こ
う
し
て
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
お
そ
ら
く
一

八
四

O
年

夏
、
ト
ラ
i
ユ
物
語
で
あ
る

A
テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
。
し
か
し
、

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
中
、
も
し
く
は
執
筆
の
直
後
に
、
す
で
に
そ
の
草
稿

ー
を
書
き
始
め
て
い
た
『
暗
黒
事
件
』
と
こ
の
作
品
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
想
を
パ
ル
ザ
ッ
グ
は
得
た
。
そ
こ
で
作
者
は
、

A
テ
キ
ス
ト
草

稿
の
表
紙
に
、
両
作
に
共
通
し
得
る
人
物
の
名
を
書
き
つ
け
た
。
そ
し
て
舞
台
を
移
し
、
想
を
新
た
に
し
て
『
暗
黒
事
件
』
草
稿

H
を
書
き

始
め
た
の
で
あ
る
。

A
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
が
い
っ
た
ん
放
棄
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
て
新
た
な
想
を
得
た
『
暗
黒
事
件
』
の
執
筆
に
パ
ル
ザ

ッ
ク
の
関
心
が
奪
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
暗
黒
事
件
』
の
完
成
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
日
談
た
る
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
筋
立

て
に
、
遺
漏
な
き
を
期
し
難
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。



し
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
ん
に
人
物
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
地
理
的
に
も
、
物
語
的
に
も
、
作
者
は
、
作
品
と
作
品

パ
ル
ザ
ッ
ク
の
他
の
作
品
の
場
合
と
同
様
、
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
の
着
想
と
執
筆
の
過
程
に
も
、
『
人
間
喜
劇
』
を
有
機
的
な
統
一
体
た
ら

と
を
密
接
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
は
『
暗
黒
事
件
』
の
後
日
談
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
ト
ラ
l
ユ
物
語
」
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
は
、
『
ゴ
プ
セ
ッ
ク
』
や
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
の
後
日
談
で
も
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
他
面
か
ら
い
え
ば
、
『
人
間
喜
劇
』
の

す
で
に
書
か
れ
た
部
分
が
、
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
部
分
を
強
く
規
制
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
作
者
は
し
だ
い
に
多
数
の
人
物
を
登

〈お》

場
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
作
品
の
構
想
は
、
す
で
に
書
か
れ
た
作
品
と
矛
盾
し
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
可
能
性
の
幅
を
せ
ば
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、

筋
立
て
も
し
だ
い
に
複
雑
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
』
だ
け
で
な
く
、

般
に
一
八
四

O
年
以
降
に
お
い
て
末
完
に
終
っ
た
作
品
を
考
え
る
場
合
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
物
語
的
想
像
力
が
受
け
た
こ
の
よ
う
な
制
約
、
も

し
く
は
こ
の
よ
う
な
重
圧
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
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